
令和７年度 現庁舎地利活用まちづくりカフェ 実施レポート

まちづくりカフェの目的
さいたま市役所本庁舎は、令和１３年度を目途にさいたま新都心へ移転します。（令和４年
さいたま市議会４月臨時会で移転が決定しました。）本庁舎移転後の現庁舎地は、浦和駅周
辺まちづくりビジョンで示されるまちの将来像実現に向けて、新たな利活用を図ることとし
ています。
令和７年度末は、現庁舎地の利活用について、一定の方向性を示した、「利活用計画（骨
子）の策定」を予定しております。
そこで、今回のまちづくりカフェは、令和7年6月定例会 市庁舎等整備検討特別委員会で
報告しました「利活用計画（骨子）たたき台」をもとに方向性や４つのテーマについて意見交
換を実施しました。
また、現庁舎地利活用・浦和のまちづくりの検討状況をお知らせするパネルやパンフレット
・資料等を用意し、カフェのようにリラックスした雰囲気の中で意見交換を行い、地域にお住
いの皆様が聞きたいことを聞けて、話したいことを話せる場を目的として実施しました。

まちづくりカフェの開催日程と参加人数
今回のまちづくりカフェは、以下の日程で実施し、浦和区にお住まいの方や事業を営む方
を対象に、３７人の方にご参加いただきました。

開催日 開催時間 会場 テーマ

7月1８日（金） １９：０0～２０：３0

浦和コミュニティセンター
 現庁舎地利活用について

 浦和駅周辺のまちづくり（浦和駅
周辺まちづくりビジョン）について

7月19日（土）
1０：30～1２：00

14：30～16：00

7月２２日（火） 14：30～16：00 大東公民館

7月２４日（木） 10：30～12：00 上木崎公民館

当日の様子
今回のまちづくりカフェでは、「現庁舎地ゾーン」「浦和駅前ゾーン」「カフェ＆意見交換
ゾーン」を設定し、リラックスした雰囲気の中で意見交換ができるようにしました。

まちづくりカフェでの市民の皆様のご意見
まちづくりカフェに参加された市民の皆様から頂いたご意見を以下に記載いたします。皆様のご意見を
踏まえ、今後の現庁舎地利活用の検討を進めていきます。

テーマ 主な意見

文化・芸術を中心
とした機能

 遊んで学べる広場と木のおもちゃ美術館
 21世紀美術館のような人が集まる施設
 気軽にアートに触れられる場所
 小・中・高校生、大学生が絵を展示できるスペース（サブ機能）
 県内初のプロオーケストラを育てるホール
 プラザイースト、プラザウエスト、プラザノースに倣ってプラザセンターを作っ
てほしい。コミュニティセンターの中に体育館や工芸部屋などを入れて、文化
活動に使えるようにしてほしい

 絵を習う場所
 浦和の文化を大切に（文教都市）
 敷居が高くなく市民が使える施設
 アート性のある建物
 【浦和画家】を「育てる」ような機関（大切な文化）
 浦和のブランドを活かす 音楽のまち・アート
 芸術家を育む

教育・先進研究を
中心とした機能

 駅から遠いので必ず通う人がいるような教育機関や研究所などにする
 若者を呼ぶ教育施設
 大学医学部
 多くの世代が学べる場所
 気楽に外国語を学ぶ。触れる
 うなぎの養殖、うなぎを研究する場所
 宇宙に関する研究機能施設
 図書館カフェみたいなもの
 先端技術。企業の誘致
 浦和にくれば、日本中、世界中の知識が吸収できる
 【教育】幼・小・中・児童対象支援＋【福祉】の観点が欲しい
 高度な教育機関であることが重要（県を代表する機関に）

商業的要素を中
心とした機能

 ショッピングモール（スーパー）
 ジム。子供、高齢者が通える
 おもちゃ（小さい子）遊べる所
 一般的な商業機能よりは、ここにしかなく来たくなる場所
 公民連携による稼げる施設
 商業地はそれなり 文化・教育の街の部分を考える

公園・広場を中心
とした機能

 どこからでも入れる公園 防災施設
 公園＋カフェ・レストラン
 多目的広場、ライブ、避難所、小さな運動会
 ゲートボール場、パークゴルフ場
 フットサルコート、サッカーコート
 武道館 剣道、柔道、弓道
 BMX、ボルダリング
 屋内プール
 防災用に一時避難場所として利用できる方が良いと思う
 公園施設の防災化、カマドベンチ
 子供が集まって遊べる場所
 平日の日中、赤ちゃん連れママが集まって気楽に話ができるスペース

※ いただいたご意見は原文のまま記載しています
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